








































は 2 つのまま必修科目の大整理が行われた。LCC の週 2 回同一担当者の授業は、新し




















一方、英語研はとんでもない状況の中にいた。大学はそれまで週 4 回あった 1 年の
必修英語を週 3 回にすると決定し、その上でもっと効果的な英語の授業を提供するこ
とを英語研に求めた。私は作りたてのカリキュラムを 4 年間で終わらせ、2010 年度
から始まる全カリ第 2 ステージを推し進める立場になってしまった。その中でも特に、
他大学を見学し、担当者の話を聞き、立教の学生には 8 人がベストと決めたディスカッ
ションクラスは、学内で猛反対にあった。4,600 人の 1 年次生 8 人で 1 クラスを作ると、




















新カリキュラムも軌道に乗り、2012 年度から 3 年半は、英語の枠を越えてランゲー
ジセンター（LC）長を務めた。英語・ドイツ語・フランス語・スペイン語・中国語・
朝鮮語・日本語の先生たちはそれぞれユニークでちょっとずつ違う。違いに意味を見出
す社会言語学の視点が刺激された。ただ、LC は教育講師の居場所という中途半端な組
織で、大学組織図にやっと名前を見つけたが言語教育との関連が見えず、任期付の先生
方の就活において不利な状態だった。そこで、2014年度にLCのホームページを作った。
先生たちの仕事や研究内容が明確になり、今はイベント情報なども載っている。必要と
思ったら、ともかく着手できることをやってみる、やり始めれば結果はついてくると思っ
た。
以上、立教の全カリでのさまざまな体験を大復習し、沢山のことを学ばせてもらった
ことに改めて気づいている。日常の業務は限りなくあり、英語研の仲間や全カリ事務室
の人たちはいつも忙しい。そんな中で私の経験は、エネルギッシュな先生たち、優秀な
職員や事務室の人たち、そして、有能な業者の人たちがいつもどこかにいての共同作業
が多かったと思う。立教オリジナルを共同作業で作っていく面白さがそこここにあった。
自分の力は微々たるもので、周りの皆さんのそれぞれ違う才能に助けられいろいろなこ
とができていたのだと思う。沢山の人々のお顔が頭に浮かぶ。素晴らしい方々との出会
いだった。ありがとうございました。
 かわさき　あきこ
